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 【目的】近年、言語聴覚士（以下 ST）を乳幼児健診に登用する動きがみられるように
なっているが、浜松市の健診や健診事後フォローグループにおいて ST は一次スタッフ
として関わっていない。本研究の目的は ST が浜松市の健診事後フォローグループ（以
下 FG）へ実験的に介入し、ST の担える役割を明らかにすることである。 
【方法】1）介入先：浜松市 7 区の内 1 区をモデル地区とし、1 歳 6 カ月健診で経過観
察が必要であると判断された子どもが通う FG。2）FG の概要：月 1 回（2 時間）開催し、
親子遊びなどを通して子どもの発達を促すことを目的とする。また、心理相談員などの
スタッフが保護者の子育てに関する質問や相談に対応する。関わっているスタッフは保
健師、保育士、心理相談員。3）頻度と介入期間：月 1 回、2010 年 7 月から 2011 年 3
月（計 8 回）。4）介入の視点：①ことばに不安を抱える保護者に対する育児支援、②聴
力検査や言語検査などを子どもに実施する直接支援、③子どもの言語・コミュニケー
ション面の支援スキル向上を促すための保健師支援。保健師がどのようなことで困って
いるかを把握するために「子どもの言語発達・コミュニケーションに関することで困っ
ていること」について全区にアンケート調査（自由記述）を行った。①から③の視点を
持ち、介入しながら ST にどのような役割が担えるかを検証する。ST の専門性が活かせ
ると感じた際には保健師に企画を提案し、了解が得られたら実践する。 
【アンケート調査の結果】7 区中、6 区から意見が寄せられた。記述内容別に整理を行
い、36 件の内容を得た。一番多かった意見は「保護者に児の発達段階を説明する資料
が欲しい（8 件）」、次いで「遅れの認識が弱い、心配しすぎる親への対応方法が知りた
い（6 件）」、「ことばの発達を促す具体的助言方法が知りたい（5 件）」であった。 
【実施内容】①保護者に対する育児支援：1）FG のプログラムの一環として「コミュニ
ケーションの育み方」について保護者を対象とした 10 分程度のミニ講義を 2 回開催。2）
子どもに個別言語検査を実施した際、保護者の悩みを聞き、助言を行った。3）プログ
ラムの中で子どもへの関わり方の見本を示した。②子どもに対する直接支援：聴覚検査
と言語検査を 3 名に対して行った。③保健師支援：1）プログラムについて、ST の視点
で提案を行った。2）カンファレンス後に「ことばの発達」について 1 時間程度の講義
を 2 回行った。3）保健師が保護者とやりとりする際に使用する「ことばの発達」に関
する資料を保健師と意見交換しながら作成した。 
【まとめ】3 名に聴力検査を行ったが、3 名全員小さな音に耳を傾けることが困難であっ
た。聴力検査を実施できるか否かが発達の遅れのスクリーニングとして活用できる可能
性があるので、今後、検証が必要である。保健師支援として作成した「コミュニケーショ
ン」「ことばや構音の発達」に関する資料について、保健師から「さらに内容を検証し、
現場で活用したい」と申し出があったので、2011 年度も研究を継続する。また、保健師
の新人研修でことばの発達についての講義依頼があった。このことから浜松市の乳幼児
健診関連において ST の専門性へのニーズがあることが明らかとなった。 
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